
13:00 ～ 13:05

演題
番号 演題 発表者（所属） 発表内容

1
JARE63における5G,LTEを活用し
たスマートシティ化

大石　孟
（NECネッツエスアイ株式会社）

JARE63において国立極地研究所とNECネッツエスアイ株式会社が
共同研究にて実施している昭和基地でのローカル5G、自営等BWA
（LTE）の実証結果についてお話しします。

13:05 ～ 13:20

2
南極昭和基地におけるIoT 活用
に向けた920 MHz 帯小電力通信
試験

岡田　雅樹
（国立極地研究所）

昭和基地における観測機器のデータ収集を始め、基地インフラの監
視を目的として、第61 次南極地域観測隊において東オングル島及び
その周辺地域における920 MHz 帯電波の到達状況と既存の基地観
測への影響を調査した結果を紹介します

13:20 ～ 13:35

3
南極からの狭帯域8Kライブ配信
のための圧縮映像評価

辻　智弘
（株式会社KDDI総合研究所）

狭帯域な衛星回線による南極からの8K映像のライブ配信の可能性
評価を目的として、第62次南極地域観測隊が民生用8Kカメラで撮影
した映像を、最新の国際標準映像符号化方式H.266|VVCで圧縮した
画質の評価結果を紹介します

13:35 ～ 13:50

4
ウェアラブルデバイスによるメンテ
ナンス現場ソリューション

西川　禎昭
（ヤンマーエネルギーシステム株式会社）

ウェアラブルカメラによるメンテナンス現場においてヤンマーでこれま
で取り組んできた中での課題と課題に対しての対応によるウェアラブ
ルカメラでの成功事例のご紹介と今後の活用による新たな現場ソ
リューションのご紹介（※63次隊夏隊での実体験も含む）

13:50 ～ 14:05

14:05 ～ 14:15

5
再生可能エネルギーの国産化に
ついて

漆谷　敏郎
（SDグリーンエナジー株式会社）

COVID-19、紛争、異常気象と企業にとって商品を持続的に安定供給
するということの重要性が高まっている中で、再生可能エネルギー企
業である当社の国内生産化に向けた取り組みと昭和基地への導入
についてご紹介します。

14:15 ～ 14:30

6

昭和基地建物の暖房用エネル
ギー消費に関する研究 その１
建物別の暖房燃料使用に関する
事例調査

安部　剛
（株式会社錢高組）

第56次（2015年2月～2016年1月）、第57次（2016年2月～2017年1月）
観測隊が、建物別にどの程度暖房燃料（JP-5）を使用したかについ
て調査結果を報告する。

14:30 ～ 14:45

7
ウインドスクープとスノードリフトへ
のCFD活用の提案

椿　哲也
（株式会社大原鉄工所）

CFDを用いたウインドスクープとスノードリフト及び雪付着のシミュ
レーション、シミュレーションと実機の比較、などについて、OHARA-
LAV開発での事例を基に紹介すると共にCFDの有用性を提案する。

14:45 ～ 15:00

8
昭和基地に建設予定の
新夏期隊員宿舎について

永木　毅
（国立極地研究所）

2021年1月から新夏期隊員宿舎検討WGにて検討を進め、設計まで
終了している新夏期隊員宿舎について報告します。竹中工務店と国
立極地研究所の共同研究として実施したスノードリフト数値解析結果
についても併せて報告します。

15:00 ～ 15:15

15:15 ～ 15:25

9 A.A.TH繊維の有効活用について
関　泰寛
（オンヨネ株式会社）

現在幅広い年齢層において健康増進意識の高まりや、スポーツやビ
ジネスにおいても体調管理・コンディショニングが注目されています。
弊社はA.A.TH繊維の有効性を検証しながら様々な活用方法を提案
致します。

15:25 ～ 15:40

10
運動時の不快な汗を吸い上げる
マルチウエア

古川　順一
（健繊株式会社）

トレーニングの分野でご提案します。①2023年ISS搭載候補品に選定
されたトレーニングウエアについて②運動時の不快な汗を吸い上げ
てくれる生地構造と毛細管現象について③肌側の特殊素材について
④夏、冬用製品の素材と構造の違いと保温性について

15:40 ～ 15:55

11
極限環境における無人極冠オー
ロラ観測システムの開発

片岡　龍峰
（国立極地研究所）

極夜における新ドームふじ基地周辺での極限的な環境において、数
か月以上の無人自動観測を可能とする低電力のオーロラ観測システ
ムを開発する。軽量かつ可搬型とするためには風力発電が必須とな
るが、新ドームふじ基地周辺の平均2-3 m/sという弱風かつ平均-
50℃という低温で風車が動作する改造が求められる。また、市販の
カメラやバッテリーを用いるため、ハウジング内を-10℃以上に保つよ
うな断熱性能を達成することも求められる。今年度はプロトタイプ一
式を製作し、昭和基地屋外での耐久テストの実現までを目標としてい
る。

15:55 ～ 16:10

12
テラヘルツ天体干渉計を実現す
るまでの課題

松尾　宏
（国立天文台）

口径30㎝テラヘルツ望遠鏡2台を用いたテラヘルツ強度干渉計の実
験を計画している。1台は据え付け型、2台目は可搬型とし、新ドーム
ふじ基地を起点として、最長基線は新旧ドームふじ基地（基線長約
50km）を構想している。夏季の短基線での試験観測から冬季の長基
線リモート観測を実現するまでの課題について議論したい。

16:10 ～ 16:25

16:25 ～ 16:30

休憩

閉会挨拶　野木義史（国立極地研究所副所長・南極観測センター長）

「第１８回南極設営シンポジウム」開催のご案内

開会挨拶　中村卓司（国立極地研究所長）

時間

休憩

参加無料

南極観測における設営活動をより安全かつ効率的、環境に配慮したものとするための技術や情報の発

表、意見交換の場として「第18回南極設営シンポジウム」を開催致します。

本シンポジウムでは、各界の様々な取り組みについて発表していただき、南極観測の設営分野での新た

な可能性について考えて行きたいと思っています。

オンライン開催となりますが、南極の設営に興味をお持ちの多数の方々のご参加をお待ちしています。

国立極地研究所南極観測センター

設営業務担当マネージャー 藤野博行

【開催要項】

日時：2022年6月8日(水) 13：00～16：30 

開催方法：Ｚｏｏｍウェビナーによるオンライン開催

主催：国立極地研究所

内容：
13:00～13:05 開会挨拶 中村卓司（国立極地研究所所長）

13:05～16:25 発表（詳細下記）

16:25～16:30 閉会挨拶 野木義史（国立極地研究所副所長）

＜下記URL若しくは右のQRコードから参加登録フォームにアクセスし、事前にご登録頂いたうえでご参加ください＞

【参加申し込み登録フォームURL】 【参加申し込み登録フォームQRコード】 ⇒

https://zoom.us/webinar/register/WN_WjdF0cKfQPWBw5a-GRvoFg

状況により講演の順序が入れ替わる場合があります。
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